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誰もが専業主婦「夫」に主権国家の憲法を 成長を取り戻す
子どもが生まれると保育施設に預け、
親が働くことが一般的ですが、保育施設
には1人あたり月12万～25万円の税金が
投入されています。
そこで、保育施設を利用せず家庭で
子育てをする場合、子ども1人あたり月8
万円を支給する制度を提案します。この
制度が実現すれば、家庭での子育てを
選択できるようになり、税金の削減、保育
士不足の解消、待機児童問題の改善に
つながります。また、親が子どもと過ごす
時間を確保でき、成長をじっくり見守るこ
とができます。
フィンランドやノルウェーでは同様の制
度が導入され、出生率の維持や育児環
境の向上につながっています。日本でも、
家庭での子育てを安心して選べる社会を
実現すべきです。

前文の「諸国民の公正と信義に信頼し
て、われらの安全と生存を保持しようと決
意した」という部分は、敗戦国として武装
解除された我が国が占領下で国家の安
全保障、いわば生殺与奪の権を連合国に
委ねるという文意を含みます。このくだり
は必ず改正すべきです。
次に第9条です。外国からの武力侵略

に対して、主権と独立をまず自国で対処
する。そのための実力組織の存在が憲
法に明記されていないことは、主権国家と
しての欠陥であり、立憲主義の観点からも
不備と言えます。実力組織の存在を憲法
に明記し、内閣や法律に基づいて行動す
る組織として規定すべきです。その呼称
がどうであれ、国際法上の軍隊としての
定義を満たす組織の存在を憲法に盛り込
む必要があります。

競争力を欠く企業への補助金や優遇
税制を見直し、規制緩和による新規参入
の促進が不可欠です。スタートアップが
資金調達しやすい環境を整えるため、日
本版ジャンク債市場の創設や格付け機
関の育成を進めるべきです。さらに、労
働市場の柔軟性を高めるため、解雇規
制の緩和と失業者向けの再教育支援を
強化し、人材の最適配置を促します。加
えて、政府は未来志向の公共投資を推
進し、水素エネルギーの開発やインフラ
整備を加速することで、脱炭素化とエネ
ルギーの安定供給を両立させます。また、
交通網の整備期間を短縮し、地域経済
の活性化を早めることも重要です。これ
らの施策を一体的に実施することで、経
済全体の活力を高め持続可能な成長を
実現できます。

こういち

若者の夢を奪い、頑張る人の足を引っぱる
高すぎる税金と余分な規制と戦う。
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改
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を
共
に
す
る
仲
間
と
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

衆
議
院
議
員
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し
て
国
政
に
送
り
出
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だ
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、
大
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そ
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仲
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い
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た
。

そ
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切
磋
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誇
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思
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て
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こ
の
間
に
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新
は
さ
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に
成
長
し
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多
く
の

新
た
な
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間
が
加
わ
り
ま
し
た
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進
み
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日
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全
体
へと
広
が
ろ
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し
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ま
す
。
私
も
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れ
ま
で
の
経
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を
活
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し
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さ

ら
な
る
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

私
は
、こ
の
思
い
を
当
然
の
よ
う
に
口
に
で
き

る
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
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れ
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の
行
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取
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せ
る
よ
う

全
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を
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く
し
ま
す
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ど
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か
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来
を
と
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に
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り
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せ
て
く
だ
さ
い
。
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す
。
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。
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敏

既得権益に縛られた自民党の「大きな政府」、そして非現実的な野党の「反対ありきの政治」。
この停滞を打破できるのは維新しかいない。
「保守で小さな政府」「改革保守」の旗を掲げ、頑張る人が正当に報われる社会を築く。


